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峯
の
有
限
会
社
宝

亀
園
（
代
表
＝
小
野

寺
勉
さ
ん
）
は
先
月

川
口
市
に
、
会
長
の

小
野
寺
孝
行
さ
ん
が

赴
き
、
新
型
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対

策
へ
寄
付
と
、
教
育

施
設
整
備
基
金
へ
の

寄
付
を
さ
れ
た
。

　
さ
ら
に
今
月
は
、

さ
い
た
ま
県
で
「
新

型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
症
対
策
推
進
基

金
」
を
同
事
業
の
財

源
と
し
た
い
と
、
支

援
の
受
け
入
れ
を
し

て
い
る
た
め
、
小
野

寺
勉
社
長
が
板
橋
智

之
前
県
議
会
議
員
と

共
に
県
庁
に
出
向
き
、

砂
川
裕
紀
副
知
事
に

と
め
と
し
て
、
大
き

な
Ａ
２
サ
イ
ズ
の
新

聞
を
作
成
し
応
募
し

た
。

　
こ
の
賞
は
新
聞
づ

く
り
へ
の
意
欲
姿
勢
、

独
創
的
で
優
れ
た
環

境
学
習
の
取
組
な
ど

を
評
価
さ
れ
表
彰
。

表
彰
状
と
環
境
学
習

助
成
金
が
贈
ら
れ
た
。

　
「
子
ど
も
た
ち
の
環

境
に
対
す
る
思
い
や

願
い
が
、
学
校
特
別

賞
と
い
う
素
晴
ら
し

い
賞
の
受
賞
に
つ
な

が
り
ま
し
た
。
本
市

か
ら
１
校
の
選
出
で

し
た
」
と
三
浦
校
長
。

　
「
み
ん
な
で
力
を
出

し
合
っ
て
素
晴
ら
し

い
新
聞
が
出
来
ま
し

た
。
こ
れ
か
ら
も
エ

30
万
円
の
寄
付
を
渡

さ
れ
た
。

　
「
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
感
染
症
対
策
に

深
い
理
解
と
熱
意
を

示
さ
れ
、
本
県
の
感

染
拡
大
防
止
や
医
療

体
制
強
化
に
多
大
な

貢
献
と
協
力
を
さ
れ

ま
し
た
。
そ
の
ご
行

為
に
対
し
て
、
深
く

感
謝
の
意
を
表
し
ま

す
」
と
、
大
野
元
裕

知
事
よ
り
の
感
謝
状

が
贈
ら
れ
た
。

　
「
今
、
多
く
の
人
が

コ
ロ
ナ
と
の
戦
い
で

頑
張
っ
て
い
ま
す
。

少
し
で
も
協
力
で
き

れ
ば
と
思
い
寄
付
さ

せ
て
頂
き
ま
し
た
」

と
小
野
寺
さ
ん
。

コ
に
つ
い
て
し
っ
か

り
学
ん
で
い
き
た
い

で
す
」と
大
石
さ
ん
。　
　
　

　
写
真
左
か
ら
、
村

上
裕
一
先
生
、
取
り

　写真左から、板橋さん、砂川副知事、小野寺さん。
　
埼
玉
新
聞
が
主
催

す
る
、
小
学
生
が
つ

く
る
環
境
新
聞「
ジ
ュ

ニ
ア
・
エ
コ
タ
イ
ム

ス
」。

　

令
和
２
年
度
の

テ
ー
マ
は
「
発
表
し

よ
う
！
あ
な
た
が
学

ん
だ
エ
コ
」。

　
今
年
は
３
８
７
４

点
、
４
２
３
０
人
の

小
学
生
が
、
環
境
新

聞
づ
く
り
に
取
り
組

ん
だ
。

　
そ
の
中
か
ら
新
郷

小
学
校
（
校
長
＝
三

浦
大
助
さ
ん
）
は
、

学
校
特
別
賞
を
受
賞

し
た
。

　

４
年
生
全
員
と

5・６
年
生
の
希
望
者

１
３
２
名
が
取
り
組

み
、
環
境
学
習
の
ま

　
さ
い
た
ま
市
パ
レ

ス
ホ
テ
ル
大
宮
の

ト
ッ
プ
に
立
つ
総
料

理
長
を
つ
と
め
る
毛

塚
智
之
さ
ん
は
、
さ

い
た
ま
市
の
学
校
で

本
格
的
な
料
理
の
給

食
を
子
ど
も
た
ち
に

と
「
シ
ェ
フ
給
食
」

に
10
年
以
上
取
り
組

ん
で
お
ら
れ
る
。

　
３
月
15
日
川
口
市

は
、
新
郷
学
校
給
食

セ
ン
タ
ー
と
毛
塚
さ

ん
に
よ
る
、
市
内
で

初
め
て
の
「
食
育
の

オ
ン
ラ
イ
ン
授
業
」

を
実
施
。
ま
た
シ
ェ

フ
が
監
修
し
た
給
食

が
提
供
さ
れ
た
。

　
市
内
６
校
の
う
ち

新
郷
で
は
新
郷
東
小

と
東
本
郷
小
が
対
象

校
と
な
っ
た
。

　

当
日
毛
塚
さ
ん

は
、
８
時
半
か
ら
10

時
半
で
６
校
分
の

３
６
０
０
食
を
関
係

者
と
調
理
さ
れ
た
。

　
オ
ン
ラ
イ
ン
授
業

は
４
時
限
目
に
行
な

わ
れ
、
新
郷
学
校
給

食
セ
ン
タ
ー
や
毛
塚

シ
ェ
フ
紹
介
、
シ
ェ

フ
が
監
修
し
た
給
食

の
キ
ャ
ロ
ッ
ト
ピ
ラ

フ
・
ス
ー
プ
・
白
身

魚
の
ポ
ワ
レ
・「
豆

乳
と
川
口
市
の
特
産

品
ぼ
う
ふ
う
の
ソ
ー

ス
」・
フ
レ
ン
チ
フ
ラ

イ
・
牛
乳
の
献
立
が

紹
介
さ
れ
た
。

　
毛
塚
さ
ん
は
、
そ

の
後
、
新
郷
東
小
に

向
い
、
給
食
時
間
に

全
校
の
教
室
を
回
り

児
童
に
声
を
か
け
ら

れ
た
。

　
頭
に
は
、
総
料
理

長
で
あ
る
こ
と
を
示

す
高
さ
54
㎝
の
白
い

髙
帽
を
か
ぶ
り
、
さ

ら
に
５
時
間
目
か
ら

５・６
年
生
を
対
象
に

体
育
館
で
、
２
部
構

成
で
食
育
授
業
「
食

は
楽
し
い
が
原
点
で

あ
り
」
を
キ
ャ
ッ
チ

フ
レ
ー
ズ
に
講
演
さ

れ
た
。

　
五
味
五
感
を
使
っ

て
食
べ
る
こ
と
の
大

切
さ
や
、ラ
デ
ィ
シ
ュ

の
飾
り
切
を
披
露
さ

れ
「
な
ん
に
で
も
諦

め
ず
に
練
習
す
れ
ば

だ
れ
で
も
で
き
る
よ

う
に
な
り
ま
す
」
と
。

６
年
生
に
は
「
常
に

好
き
な
気
持
ち
を
も

ち
夢
は
叶
え
る
も
の

で
す
」
と
エ
ー
ル
を

お
く
ら
れ
た
。

　
毛
塚
さ
ん
は
「
子

ど
も
達
が
真
剣
に
、

嬉
し
そ
う
に
聞
い
て

く
れ
て
、
喜
び
い
っ

ぱ
い
で
す
」
と
。

組
ん
だ
子
ど
も
達
代

表
の
芝
崎
萌
さ
ん
、

運
営
委
員
会
代
表
の

大
石
七
愛
さ
ん
、
三

浦
大
助
校
長
。

左から菊地桃子栄養教諭、毛塚シェフ、石川校長。



　
栄
誉
あ
る
川
口
市

議
会
第
74
代
議
長
に

就
任
い
た
し
ま
し
た
。

　
今
改
め
て
そ
の
職

責
の
重
さ
に
身
の
引

き
締
ま
る
思
い
で
す
。

　
人
口
60
万
人
を
有

す
る
中
核
市
と
し
て
、

市
議
会
の
持
つ
役
割
、

そ
し
て
、
市
議
会
議

員
の
果
た
す
役
割
と

い
う
も
の
が
ま
す
ま

す
重
要
に
な
っ
て
い

る
も
の
と
考
え
て
お

り
ま
す
。

　
議
長
と
し
て
、
公

平
、
公
正
な
議
会
運

営
は
勿
論
の
こ
と
、

市
政
の
チ
ェ
ッ
ク
機

能
を
充
実
さ
せ
る
と

と
も
に
、
市
議
会
の

権
能
、
そ
し
て
、
議

員
の
資
質
向
上
に
議

員
各
位
と
と
も
に
努

め
て
参
り
た
い
と
存

じ
ま
す
。

　
現
下
の
新
型
コ
ロ

ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

と
の
闘
い
は
ま
だ
ま

だ
予
断
を
許
さ
な
い

状
況
で
あ
り
ま
す
の

で
、
ま
ず
は
、
こ
の

難
局
を
乗
り
越
え
る

べ
く
、
市
長
を
は
じ

め
市
行
政
機
関
と
議

会
が
協
力
し
た
上
で
、

市
民
の
皆
様
方
か
ら

愛
さ
れ
て
、
安
全
で

安
心
な
魅
力
あ
る
ま

ち
づ
く
り
の
実
現
に

向
け
鋭
意
、
取
り
組

ん
で
参
り
ま
す
。

　
ま
た
、
新
郷
地
区

の
更
な
る
発
展
の
た

め
、
前
原
博
孝
議
員
、

幡
野
茂
議
員
、
飯
塚

孝
行
議
員
と
連
携
を

図
っ
て
参
り
ま
す
。

　
今
後
と
も
皆
様
方

の
ご
指
導
、
ご
支
援

を
賜
り
な
が
ら
、
議

長
の
職
を
務
め
さ
せ

て
い
た
だ
き
た
い
と

存
じ
ま
す
の
で
ご
協

力
賜
り
ま
す
よ
う
、

心
か
ら
お
願
い
申
し

上
げ
ま
す
。

　
峯
町
会
の
、
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
「
り
ぼ
ん

の
会
」（
会
長
＝
関
口

文
代
さ
ん
）
は
、
１

人
暮
ら
し
の
高
齢
者

と
暖
か
く
結
ば
れ
、

支
え
合
い
学
び
合
う

会
と
し
て
、
平
成
10

年
１
月
発
足
し
先
月

27
日
、
第
２
４
０
回

を
迎
え
23
年
間
の
幕

を
閉
じ
た
。

多
く
の
来
賓
が
参

加
し
栄
誉
を
称
え
、

会
員
に
卒
業
証
書
が

贈
ら
れ
、
千
秋
楽
の

謡
曲
で
終
演
し
た
。　
　
　

四
季
折
々
に
、
新

年
会
・
お
花
見
会
・

七
夕
ま
つ
り
・
暑
中

見
舞
・
敬
老
会
・
ク

リ
ス
マ
ス
会
、
誕
生

日
会
、
保
育
園
児
や

子
ど
も
会
と
の
交
流

会
等
。
そ
の
た
び
に

ス
タ
ッ
フ
手
作
り
の

赤
飯・料
理・ケ
ー
キ・

花
の
プ
レ
ゼ
ン
ト
を

用
意
し
た
。

運
動
や
朗
読
、
ピ

ア
ニ
カ
の
伴
奏
に
合

わ
せ
て
、斉
唱・輪
唱
。

一
泊
旅
行
や
家
庭
訪

問
、
学
校
で
福
祉
教

育
の
啓
蒙
等
の
活
動

を
続
け
た
。

関
口
さ
ん
は
「
卒

業
式
の
よ
う
な
気
分

で
す
。
毎
回
充
実
し

た
会
を
送
る
こ
と
が

出
来
ま
し
た
。
あ
り

が
と
う
ご
ざ
い
ま
し

た
」
と
。

会
員
は
、
赤
羽
春

美
さ
ん
・
小
野
嘉
代

子
さ
ん
・
加
賀
美
保

子
さ
ん
・
亀
山
雅
子

さ
ん
・
小
笹
登
代
子

さ
ん
・
関
口
文
代
会

長
・
泰
摩
ノ
イ
さ
ん
・

豊
嶋
睦
子
さ
ん
・
中

山
寿
美
子
司
会
者
、

松
本
宏
子
さ
ん
・
渡

辺
政
子
さ
ん
。

今
後
は
「
お
気
楽

会
」（
会
長
＝
喜
多
尾

講
子
さ
ん
）
が
発
足
。

　
川
口
市
議
会
は
３

月
18
日
の
本
会
議
で

議
長
選
出
を
行
い
関

裕
通
氏
（
47
）
自
民

を
議
長
に
選
出
し
た
。　
　

　
関
氏
は
２
０
０
７

年
に
初
当
選
し
４
期

目
。
こ
れ
ま
で
議
会

運
営
委
員
会
委
員
長
、

建
設
常
任
委
員
長
な

ど
を
歴
任
。

　
今
月
の
書
等
の
一
文

字
作
品
を
木
製
額
に
し

て
差
し
上
げ
ま
す
。

　
希
望
の
字「
沸
」「
念
」

「
飛
」「
輝
」
を
選
ん
で

ハ
ガ
キ
に
住
所
・
氏
名
・

携
帯
番
号
を
記
入
し
て

送
っ
て
下
さ
い
。

　
希
望
者
多
数
の
時
は

抽
選
に
な
り
、
当
選
者

に
は
電
話
で
連
絡
し
ま

す
。
取
り
に
来
て
い
た

だ
き
ま
す
。

〆
切
は
５
月
10
日
ま
で
。

〒
３
３
４
–
０
０
７
４

川
口
市
江
戸
２
–
６-

22

　
　
吉
安
書
塾
塾
長

　
　
　
　
吉
安　
玲
華

一
字
書
の
プ
レ
ゼ
ン
ト

赤
井
神
社
先
の
信

号
か
ら
サ
ン
テ
ピ
ア

に
行
く
田
畑
バ
ス
停

近
く
に
、
新
た
な
横

断
歩
道
が
敷
か
れ
た
。　
　
　

３
月
30
日
、
関
根

和
雄
赤
井
町
会
長
と

役
員
、
板
橋
智
之
前

県
議
、
飯
塚
孝
行
市

議
、
橋
本
健
吾
新
郷

小
Ｐ
Ｔ
Ａ
会
長
が
視

察
し
完
成
を
喜
ん
だ
。

こ
の
横
断
歩
道
の

敷
設
に
つ
い
て
は
、

新
郷
小
学
校
に
通
う

サ
ン
テ
ピ
ア
方
面
と

近
隣
の
児
童
１
０
０

人
近
く
の
通
学
路
だ

が
、
交
通
量
が
多
く

地
域
住
民
や
Ｐ
Ｔ
Ａ

等
か
ら
要
望
が
強
く

寄
せ
ら
れ
て
い
た
。

さ
ら
に
現
在
再
開

発
が
進
み
児
童
の
数

は
多
く
な
る
地
域
、

歩
行
者
が
安
全
に
道

路
を
横
断
で
き
る
環

境
が
出
来
た
。

板
橋
さ
ん
は
「
子

ど
も
の
安
全
が
第
一

優
先
、
設
置
が
実
現

出
来
た
こ
と
に
感
謝

で
す
」
と
。

飯
塚
さ
ん
は
「
安

全
に
横
断
歩
道
を
渡

る
環
境
が
出
来
た
の

は
皆
さ
ん
の
お
か
げ

で
す
」
と
。　
　
　

関
根
さ
ん
は
「
横

断
歩
道
は
将
来
を
担

う
子
ど
も
達
を
守
る

為
。
昨
日
オ
レ
ン
ジ

ポ
ー
ル
を
さ
ら
に
付

け
て
安
全
を
強
固
に

で
き
ま
し
た
」
と
。

写
真
前
列
左
か
ら

橋
本
さ
ん
、
関
根
さ

ん
、
板
橋
さ
ん
、
飯

塚
さ
ん
、
千
葉
正
吾

さ
ん
と
役
員
の
皆
様
。

左から山田𣳾一相談役、清水健二町会長、野口松
雄元町会長、遠藤太嘉志総務局長と会員の皆さん。

写真左から飯塚さん、前原さん、関さん、幡野さん。

左
の
写
真
は
議
長
室
で
。

関
裕
通
議
長
提
供
。



　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
騒
ぎ
で
あ
っ
と

い
う
間
に
１
年
、
歳

を
取
り
ま
し
た
。
私

は
昭
和
22
年
、
い
わ

ゆ
る
団
塊
の
世
代
の

走
り
で
、
戦
後
の
ベ

ビ
ー
ブ
ー
ム
の
生
ま

れ
で
す
。

　
こ
の
後
の
３
年
間

で
８
０
０
万
人
程
が

生
ま
れ
、
戦
後
日
本

の
成
長
と
停
滞
を
実

感
し
、
ま
も
な
く
後

期
高
齢
者
の
分
類
に

入
り
ま
す
。

　
体
力
、
気
力
の
衰

え
を
意
識
し
、
自
分

の
外
見
の
老
け
ぶ
り

を
見
る
に
つ
け
、
う

ん
ざ
り
し
て
い
ま
す
。

こ
の
ま
ま
家
の
中
に

い
て
、
マ
ス
コ
ミ
の

コ
ロ
ナ
ニ
ュ
ー
ス
に

怯
え
て
何
も
し
な
い

で
い
る
と
、
ま
す
ま

す
体
力
を
失
い
老
化

が
進
ん
で
し
ま
う
の

で
は
な
い
か
と
恐
れ

て
い
ま
す
。

　
厚
労
省
は
昔
も
今

も
、“

ゆ
り
か
ご
か
ら

墓
場
ま
で
国
が
面
倒

み
る
よ”

と
い
う
姿

勢
で
す
が
、
高
齢
者

は
収
入
に
合
っ
た
お

手
頃
な
施
設
に
入
る

の
は
難
し
い
の
が
現

実
で
、
う
ま
く
い
っ

て
も
ヘ
ル
パ
ー
な
ど

の
人
手
不
足
で
、
あ

る
べ
き
十
分
な
対
応

は
受
け
ら
れ
ま
せ
ん
。

一
方“

ゆ
り
か
ご”

の
為
に
、
核
家
族
が

進
ん
で
家
族
制
度
は

消
失
し
、
独
居
老
人

が
増
加
中
で
す
。

　
都
合
よ
く
使
わ
れ

る“

自
己
責
任”

で

生
き
る
し
か
な
い
の

か
と
、
歯
で
も
治
し

て
色
々
食
べ
て
、
心

身
を
鍛
え
て
、
最
後

ま
で
介
護
を
受
け
ず

に
頑
張
ろ
う
か
と
思

う
今
日
こ
の
頃
で
す
。

岩
下
歯
科
医
院
（
榛
松
）　

院
長　
岩
下　
一
三

関
越
自
動
車
道
を

東
松
山
イ
ン
タ
ー
で
下

り
、
や
が
て
案
内
板
に

沿
っ
て
右
折
し
た
も
の

の
、
車
が
や
っ
と
通
れ

る
ほ
ど
の
道
、
不
安
な

思
い
で
進
ん
だ
先
に
お

目
当
て
が
あ
り
ま
し

た
。「原

爆
の
図　
丸
木

美
術
館
」
で
す
。
一
度

は
行
っ
て
み
た
い

と
思
い
な
が
ら
も

機
会
が
あ
り
ま
せ

ん
で
し
た
。

と
こ
ろ
が
先
日
、

「
は
じ
ま
り
の
は
じ
ま

り
」
と
題
し
た
、
あ
る

画
家
の
個
展
の
紹
介
記

事
が
目
に
留
ま
り
ま
し

た
。丸

木
美
術
館
で
４

月
10
日
ま
で
、
副
題
は

「
東
日
本
大
震
災
・
福

島
第
一
原
発
事
故
10
周

年
企
画
」
で
す
。

「
実
物
の
絵
を
見
て

み
た
い
」
の
衝
動
に
ハ

ン
ド
ル
を
握
っ
た
の
で

し
た
。お目

当
て
の
絵
は

「
刻
の
川　
揺
」と「
牧

場　
放
」
と
言
い
、
い

ず
れ
も
３
ｍ
、
４
ｍ
超

え
の
大
作
で
す
。

和
紙
に
墨
や
絵
具

が
幾
重
に
も
塗
り
重
ね

ら
れ
、
牛
や
馬
、
う
さ

ぎ
、
街
並
み
、
ペ
ガ
サ

ス
に
少
女
な
ど
が
描
か

れ
て
い
ま
す
。
被
災
し

た
福
島
の
情
景
で
す
が

悲
し
み
を
抱
え
な
が
ら

も
希
望
を
感
じ
さ
せ
ま

す
。
だ
か
ら
「
は
じ
ま

り
の
は
じ
ま
り
」
な
の

か
…
…
。

そ
の
時
、
幸
運
に

も
画
家
本
人
に
お
会
い

で
き
ま
し
た
。
Ｙ
さ
ん

と
言
い
、福
島
に
は
５・

60
回
通
っ
た
そ
う
で
、

こ
の
絵
は
全
国
の
中
学

校
で
も
展
示
さ
れ
て
き

た
そ
う
で
す
。

私
が
「
絵
は
そ
の

瞬
間
を
切
り
と
っ
た
も

の
と
思
っ
て
い
ま
し

た
」
と
言
う
と
、
Ｙ
さ

ん
は
「
是
非
、
子
ど
も

ら
の
感
想
文
を
読
ん
で

下
さ
い
」
と
言
い
コ

ピ
ー
を
下
さ
い
ま
し

た
。Ｙ

さ
ん
は
「
作
品

を
み
て
も
ら
っ
て
様
々

な
人
が
支
え

て
く
れ
て
い

る
か
ら
絵
が

動
き
続
け
て

い
る
」
と
言
い
ま
す
。

現
に
今
で
も
描
き

加
え
て
い
る
と
聞
き
ま

し
た
。
絵
の
中
の
希
望

が
膨
ら
ん
で
く
る
の
で

し
ょ
う
。

こ
の
絵
と
出
会
い
、

コ
ロ
ナ
で
湿
っ
た
気
分

も
晴
れ
、
清
々
し
い
思

い
に
満
ち
た
帰
路
と
な

り
ま
し
た
。

埼
玉
県
議
会
議
員

　
　
村
岡　
正
嗣

程
が
あ
り
、
そ
れ
ぞ

れ
の
段
階
の
注
意
点

を
踏
ま
え
丁
寧
な
建

築
工
事
を
す
る
こ
と

が
欠
か
せ
ま
せ
ん
。

居
住
性
、
デ
ザ
イ
ン

性
、
耐
震
性
、
耐

火
性
、
耐
久
性
、
断

　
新
郷
新
聞
に
広
告

な
ど
ご
協
力
を
頂
い

て
い
る
赤
井
の
寄
木

造
り
の
千
葉
建
装

㈱
（
社
長
＝
千
葉
正

一
さ
ん
）
は
こ
の

度
赤
井
田
畑
地
区

の
福
寿
院
南
側
に
、

１
万
２
千
㎡
に
50
棟

の
開
発
を
ス
タ
ー
ト

し
た
。

　
会
長
の
千
葉
正
吾

さ
ん
は
「
１
戸
建
て

の
新
築
工
事
に
は
工

会長の千葉正吾さん、後方は開発現場。
熱
・
気
密
性
な
ど
の

バ
ラ
ン
ス
を
考
慮
し

な
が
ら
、
良
い
家
づ

く
り
を
目
指
し
て
い

ま
す
。
１
期
８
棟
・

２
期
30
棟
・
３
期
12

棟
で
湧
水
池
２
ヶ
所

を
採
納
で
す
。
地
域

密
着
で
ず
っ
と
続
く

責
任
の
元
地
域
発
展

に
努
力
し
て
い
き
ま

す
。
お
陰
様
で
大
竹

の
30
棟
完
売
で
す
」

と
語
ら
れ
た
。

左から永瀬さん、照山さん、立石さん、菊地さん
　
川
口
市
生
ま
れ
、

世
界
の
最
前
線
で
タ

ク
ト
を
振
る
、
日
本

を
代
表
す
る
指
揮
者

の
浮
ヶ
谷
孝
夫
さ
ん
。

　
今
ま
で
の
固
定
観

念
に
と
ら
わ
れ
な
い

新
し
い
時
代
の
「
楽

し
い
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
」

を
目
指
し
て
演
奏
活

動
を
進
め
て
い
く「
東

京
21
世
紀
管
弦
楽
団
」

２
０
１
９
年
音
楽
監

督
に
就
任
さ
れ
た
。

　
４
月
９
日
、
第
３

回
定
期
演
奏
会
が
池

袋
の
東
京
芸
術
劇
場

コ
ン
サ
ー
ト
ホ
ー
ル

で
開
催
さ
れ
た
。

　
世
界
で
羽
ば
た
く

実
力
派
チ
ェ
リ
ス
ト

の
上
村
文
乃
さ
ん
が

出
演
。

　
曲
目
は
、
ウ
ェ
ー

バ
ー
：
歌
劇
「
オ
ベ

ロ
ン
」
序
曲
。
ハ
イ

ド
ン
：
チ
ェ
ロ
協
奏

曲
第
１
番
ハ
長
調
。

ブ
ル
ッ
ク
ナ
ー
：
交

響
曲
第
４
番
変
ホ
長

調
「
ロ
マ
ン
テ
ィ
ッ

ク
」。

　
川
口
市
か
ら
、
立

石
泰
広
県
議
、
永
瀬

秀
樹
県
議
夫
妻
、
新

藤
義
孝
衆
議
院
秘
書

菊
地
博
さ
ん
、
新
郷

の
文
化
を
考
え
る
会

会
長
の
照
山
悦
子
さ

ん
ら
が
鑑
賞
し
た
。



　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
感
染
症
防
止
対
策
の
目

安
と
し
て
、
い
ま
注
目
さ

れ
て
い
る
キ
ー
ワ
ー
ド
が

「
必
要
換
気
量
」
ら
し
い

で
す
。

　
動
物
は
、
酸
素
を

吸
っ
て
二
酸
化
炭
素

を
吐
き
出
し
て
呼
吸
を
し

て
い
ま
す
。

　
室
内
な
ど
密
閉
さ
れ
た

空
間
で
は
、（
CO
２
濃
度
）

が
上
が
っ
て
い
き
ま
す
。

（
CO
２
濃
度
）
が
上
が
っ

て
い
く
と
、
頭
痛
、
眠
気
、

け
ん
怠
感
が
あ
ら
わ
れ
ま

す
。

　
建
築
基
準
法
で
は
、（
CO

２
濃
度
）
を
１
０
０
０
pp

ｍ
以
下
に
抑
え
る
よ
う
に

定
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
こ

の
基
準
を
守
る
た
め
に

は
、
１
人
当
た
り
１
時
間

で
30
立
方
メ
ー
ト
ル
の
容

量
が
必
要
に
な
り
ま
す
。

　
「
必
要
換
気
量
」
と
は
、

部
屋
の
大
き
さ
や
在
籍
人

（282）

数
で
異
な
り
ま
す
。
学
校

で
40
人
位
の
教
室
等
で

は
、
通
常
廊
下
側
と
対
象

の
窓
側
、
共
に
20
㎝
〜
30

㎝
位
窓
を
開
放
し
て
い
ま

す
。
そ
れ
で
、（
CO
２
濃
度
）

１
０
０
０
pp
ｍ
以
下
を
確

保
し
て
い
ま
す
。

　
締
め
切
っ
た
部
屋
で

は
、
何
も
し
な
く
て
も

（
CO
２
濃
度
）
が
上
が
り

ま
す
。
室
内
の
空
気
を
ク

リ
ー
ン
に
保
つ
た
め
に
、

窓
を
開
け
て
換
気
を
充
分

に
行
い
ま
し
ょ
う
。

  　
保
険
薬
剤
師

　
　

    

中
山　
久
仁
夫

　
新
郷
南
小
（
校
長

＝
黒
澤
誠
さ
ん
）
は

50
周
年
を
迎
え
初
め

て
の
試
み
と
な
る
大

作
品
展
を
３
月
15
日

か
ら
19
日
ま
で
開
催

し
た
。

　
図
画
工
作
科
主
任

の
須
田
晃
穂
先
生
は
、

　
「
第
１
回
『
し
ん

ニ
ャ
ン
大
ア
ー
ト
展

〜
未
来
に
は
ば
た
け

新
南
小
〜
』（
校
内
作

品
展
）
を
開
催
し
ま

し
た
。

　
コ
ロ
ナ
禍
に
お
い

て
、
様
々
な
行
事
が

中
止
に
な
る
中
、
学

校
全
体
で
行
う
大
イ

ベ
ン
ト
で
し
た
。
全

校
児
童
５
１
５
人
の

図
工
作
品
、
書
き
ぞ

め
作
品
が
校
内
を
華

や
か
に
飾
り
ま
し
た
。

　
『
自
分
の
作
品
が
皆

に
見
ら
れ
て
嬉
し
い
・

６
年
生
の
作
品
は
ど

れ
も
す
ご
い
な
』
等

と
多
く
の
児
童
の
声

を
聞
き
ま
し
た
。　
　

　
残
念
な
が
ら
、
緊

急
事
態
宣
言
が
出
て

お
り
保
護
者
や
地
域

の
方
を
お
招
き
す
る

こ
と
が
で
き
ま
せ
ん

で
し
た
が
、
来
年
度

は
参
加
し
て
い
た
だ

け
る
よ
う
な
よ
り
大

き
な
イ
ベ
ン
ト
を
計

画
中
で
す
】
と
。

　
さ
ら
に
50
周
年
に

花
を
添
え
て
数
々
の

受
賞
を
。　

　
保
健
主
事
の
、
荒

井
奈
穂
子
先
生
は
、　

　
「
50
周
年
を
迎
え
た

令
和
２
年
度
、
歴
年

の
健
康
教
育
の
推
進

及
び
保
護
者
・
地
域

の
ご
協
力
に
よ
り
、

第
67
回
埼
玉
県
学
校

歯
科
保
健
コ
ン
ク
ー

ル
に
お
い
て

『
埼
玉
県
Ｐ
Ｔ
Ａ
活
動

優
秀
校
』
の
表
彰
を

受
け
ま
し
た
。

　
ま
た
、
川
口
市
に

お
い
て
は
『
学
校
歯

科
保
健
Ｐ
Ｔ
Ａ
活
動

優
秀
校
・
学
校
歯
科

池
袋
の
東
京
芸
術
劇

場
で
浮
ヶ
谷
孝
夫
さ
ん

指
揮
の
演
奏
を
聞
き
感

動
し
ま
し
た
。
P2
参
照

　
流
石
に
世
界
の
指
揮

者
で
す
。（
鶴
）

　

テ
イ
ク
ア
ウ
ト
メ

ニ
ュ
ー
は
本
紙
に
広
告

で
協
力
下
さ
っ
て
い
る

お
店
で
す
。

　

次
号
は
５
月
19
日

（
水
）
発
行
で
す
。

　
ソ
プ
ラ
ノ
歌
手
金

刺
美
穂
＆
新
郷
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
オ
ー
ケ

ス
ト
ラ
（
カ
ル
テ
ッ

ト
編
成
）
は
、
３
月

27
日
埼
玉
ス
タ
ジ
ア

ム
線
開
通
・
鳩
ヶ
谷

駅
舎
開
所
20
周
年
の

夜
祭
が
開
催
さ
れ
、

２
階
ホ
ー
ル
で
チ
ャ

リ
テ
ィ
ー
コ
ン
サ
ー

ト
に
出
演
し
た
。

　
カ
ル
テ
ッ
ト
メ
ン

バ
ー
の
弦
楽
器
の
美

し
い
暖
か
い
響
き
に

の
せ
て
、
ア
レ
ル
ヤ
・

ベ
ー
ト
ー
ヴ
ェ
ン
第

九
・
カ
ッ
チ
ー
ニ
・

ア
ヴ
ェ
マ
リ
ア
等
を

会
場
に
響
か
せ
た
。

　
出
演
者
▽
ソ
プ
ラ

ノ
＝
金
刺
美
穂
・
杉

本
佳
代
市
議
▽
ヴ
ァ

イ
オ
リ
ン
＝
津
留
崎

護
・
小
堀
直
樹
▽
ビ

オ
ラ
＝
桑
原
知
己
▽

チ
ェ
ロ
＝
渡
辺
崇
靖
。　
　
　
　

　
　
　
　
（
敬
称
略
）

　
「
小
さ
な
親
切
」

運
動
川
口
支
部
（
代

表
＝
原
島
潔
さ
ん
）

事
務
局
長
の
小
林
道

子
さ
ん
は
昨
年
暮
、

内
閣
官
房
長
官
賞
を

受
賞
。

そ
し
て
こ
の
度

は
「
小
さ
な
親
切
」

運
動
埼
玉
県
本
部

（
代
表
＝
福
岡
聡
さ

ん
）
よ
り
、「
多
年

に
わ
た
り
『
小
さ
な

親
切
』
運
動
の
推
進

に
尽
力
さ
れ
そ
の
功

績
は
ま
こ
と
に
顕
著

で
あ
り
ま
す
よ
っ
て

こ
こ
に
こ
れ
を
表
彰

し
ま
す
」
と
。

コ
ロ
ナ
禍
の
為
、

恒
例
の
式
典
で
の
表

彰
で
は
な
く
、
さ
い

た
ま
商
工
会
議
所
に

原
島
会
長
と
赴
き
、

総
務
部
長
の
八
島
健

さ
ん
等
よ
り
贈
呈
さ

れ
た
。

左から、守田さん、八島さん、小林さん、田中さん、原島さん

写真左から、須田先生、黒澤校長、荒木先生

新
郷
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
演
奏
会

日
＝
５
月
30
日

所
＝
鳩
ヶ
谷
駅

　
　
市
民
セ
ン
タ
ー

開
演
＝
14
時
00
分

入
場
＝
無
料

問
＝
０
８
０・１
０
４
２

・
９
１
２
３
桑
原
ま
で

保
健
努
力
学
校
』
の

表
彰
、
新
郷
南
小
の

『
学
校
保
健
・
学
校
安

全
・
学
校
給
食
』
の

一
年
間
の
そ
れ
ぞ
れ

の
活
動
に
お
い
て『
取

組
推
進
学
校
』
と
し

て
も
表
彰
さ
れ
ま
し

た
。今

後
も
新
郷
南
小

か
ら
健
康
・
安
全
・

食
育
に
関
し
て
継
続

し
て
発
信
し
て
い
き

ま
す
」
と
話
す
。

　左から津留崎さん、小堀さん、金刺さん、杉本さん、桑原さん、渡辺さん


